
 企業と生物多様性セミナー 

第２１回 企業緑地を活用した生物多様性保全 日 時 

◆講 演 

 企業緑地を活用した取り組みの進め方  

             ～事例からみる活動のポイント～  
     MS&ADインターリスク総研株式会社  

      上席コンサルタント 関崎 悠一郎氏  ※詳細は裏面参照 

  
◆報 告 

 ・生物多様性ちば企業ネットワーク参加企業からの報告 

   NEC我孫子事業場での生物多様性保全活動のご紹介 

      NEC 環境・品質推進本部 環境推進部 エキスパート 稲垣 孝一氏 

   宮ケ瀬ダム原石山法面緑化の変遷 
        ～生物多様性に配慮した法面緑化の先駆事例～  

      安藤ハザマ 技術研究所 主任研究員 池田 穣氏 

   千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト 
        ～Chibaクリーンアクションの取組事例～  

      京葉銀行 法人営業部 地域振興グループ 次長 常世田 晃氏 

 ・千葉県からの報告 

   チバニアン認定の意義と見どころについて 

      千葉県生物多様性センター 副主幹 奥田 昌明 

セミナー内容 

会社名   業種   

連絡先 ℡                     E-mail 

参加者の  

所属    

職                              

氏 名 

                                    

                                 

                                 

   第２１回  企業と生物多様性セミナー申込書  

２０１９年             

２月６日（水）                                        

場 所 

対 象 

千葉県立中央博物館 講堂                                                     

（裏面地図参照） 

県内に工場・事業所がある企業         

定員７0名 （参加無料）  

事前申込制：千葉県生物多様性セン

ター企業セミナー担当宛に下記内容

を記載の上、メール又はFAXで お 

申し込み下さい。 

締切：１月３１日（木）（必着）             

Email bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                             

Tel    ０４３（２６５）３６０１     

Fax   ０４３（２６５）３６１５           

主 催 

千葉県               

一般社団法人 千葉県環境保全協議会       

一般社団法人 千葉県経済協議会      

申込・問合せ 

 ESG投資（環境：Environment、社会：Social、ガバナンス：

Governanceを考慮した投資）やSDGs（持続可能な開発目標）への関心が

高まる今日、生物多様性保全に対して事業所はどのような役割を果たせ

ば良いのでしょうか？ 

 本セミナーでは、ESG投資やSDGsの最新動向、敷地内の緑地を活用した

生物多様性保全の取り組みなどについてMS&ADインターリスク総研株式会

社の関崎悠一郎氏にご講演いただきます。 

   １3時～1６時 



       

 関 崎 悠 一 郎 （せきざき ゆういちろう）氏 

    MS&AD インターリスク総研株式会社 上席コンサルタント 

 

 

 元生態学者としての知見を活用し、生物多様性を中心としたコンサルティング業務に従事。生物多様性取
り組みのコンセプト・方針策定から活動実施、産学官民連携型プロジェクトのコーディネート、国内外の拠
点における生物多様性の評価、緑地改修やビオトープの設計、環境教育などを手がける。2011年より現職。    

 東京大学大学院在籍時、ため池の保全に関する研究で日本生態学会の最優秀賞を受賞。研究の傍ら、自然
再生事業の一環として学識者・NPO・農家の協働をサポート。多様な主体が関わるプロジェクトにおいて「3
方良し」を実現し、相乗効果を産むことを得意とする。 

講演趣旨 
我が国でもESG投資（環境：Environment、社会：Social、ガバナンス：Governanceを考慮した投資）や

SDGs（国連・持続可能な開発目標）の関心が急速に高まり、企業の具体的な取り組みもみられるようになっ
てきました。中でも生物多様性に関しては、2020年に愛知目標のターゲットイヤーを迎えるにあたり、「自
然と共生する社会：Living in harmony with nature」の実現に向けて貢献することが、企業にも求められ
ています。ESGやSDGsをどのように捉え、生物多様性保全に対して事業所はどのような役割を果たせば良い
のか、お悩みの方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

本講演ではまず、我が国においても急速な進展をみせるESG投資やSDGsの最新動向と、それを踏まえた企
業の生物多様性取り組みに求められる姿勢について解説します。そして、国内の企業緑地を活用した生物多
様性保全の具体的な活動事例（愛知県・命をつなぐPROJECTほか）とそのウラ話に触れながら、敷地内の緑
地を活用した生物多様性取り組みの進め方やポイントをご紹介します。 

企業緑地における草の根活動から、産学官民協働による環境コミュニケーション×リスクマネジメント
へ。皆さまの生物多様性保全の取り組みを説得力ある形で対外的にアピールし、「社会貢献」から「本業貢
献」へと昇華するための参考になれば幸いです。 

■ 会 場 案 内 図 ■    

千葉県立中央博物館 講堂            

千葉市中央区青葉町９５５－２                        

TEL ０４３（２６５）３６０１ 

バス（千葉駅東口） 乗り場７「大学病院」「大学病院・南矢

作」乗り場６「川戸都苑」 中央博物館下車徒歩7分   

（蘇我駅東口）乗り場２「大学病院」中央博物館下車徒歩7分 

車利用の方は、青葉の森公園北口駐車場（4時間300円）を 

ご利用ください。 

 ■ 事 前 申 込 制 ■  

表面下部の必要事項を記載の上、千葉県自然保

護課生物多様性センター企業セミナー担当宛

に、メール 又は  FAXでお申し込み下さい。 

締切：１月３１日（木）（必着） 

Email  bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                           

Fax    ０４３（２６５）３６１５          


